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ZIC1

ZIC1; ZIC; ZNF201; Zinc finger protein ZIC 1; Zinc finger protein 201; Zinc finger protein of the
cerebellum 1; ZIC2; Zinc finger protein ZIC 2; Zinc finger protein of the cerebellum 2; ZIC3;
ZNF203; Zinc finger protein ZIC 3; Zinc finger p
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、C2H2型ジンクフィンガータンパク質のZICファミリーのメンバーをコードします。このファミリーのメンバーは発達において重要です。小児の脳腫瘍である髄芽腫では、この遺伝子の異常発現が見られます。この遺伝子は、3番染色体上の関連ファミリーメンバーである小脳4のジンクフィンガータンパク質をコードする遺伝子と密接に関連しています。この遺伝子は、アポリポタンパク質E遺伝子に結合して転写活性化できる転写因子をコードします。[RefSeq提供、2008年7月],機能：小脳の発達に役割を果たす可能性があります。,類似性：GLI C2H2型ジンクフィンガータンパク質ファミリーに属します。,類似性：5つのC2H2型ジンクフィンガーを含みます。,組織特異性：中枢神経系。小脳で高レベルの発現が見られます。外胚葉層の前駆細胞から内顆粒層への移行細胞に至る小脳顆粒細胞系譜の核で検出された。髄芽腫（29例中26例）で検出されたが、検査した他の腫瘍では認められなかった。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ZIC1/2/3/4/5抗体を用いたHepG2細胞の免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像です。

